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塾
長
賞
・
塾
長
奨
励
賞
は
、
学
術
・
芸
術
・
社
会
活
動
・
文
化
活
動
な
ど
、
正
課
以
外
の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、
め
ざ
ま
し
い
業

績
を
挙
げ
た
塾
生
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
表
彰
の
基
準
は
、
そ
の
業
績
が
「
慶
應
義
塾
の
存
在
自
体
の
光
輝
と
な
る
も
の
」
か
ど
う

か
と
い
う
点
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
は
７
件
が
推
薦
さ
れ
、
慎
重
な
選
考
の
結
果
、
１
件
１
名
が
塾
長
賞
、
２
件
７
名
が
塾
長
奨
励
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。

　

塾
長
賞
に
選
ば
れ
た
田
村
友
宏
君（
医
学
部
６
年
）
は
、19th U

ndergraduate Student Caucus and Poster Com
petition

（
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
に
お
い
て
、
欧
州
・
ア
ジ
ア
の
大
学
で
唯
一H

onorable M
ention for M

eritorious Scientific Poster

を
受
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
、
採
択
率
３
％
のO

ral T
alk

で
も
田
村
君
の
研
究
成
果
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
顕
著
な
業
績
は
、
慶

應
義
塾
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
塾
長
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
将
棋
研
究
会
は
、
楽
待
杯
第
39
回
全
国
オ
ー
ル
学
生
将
棋
選
手
権
戦

（
団
体
戦
）
に
出
場
し
、
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
慶
應
義
塾
と
し
て
の
団
体
優
勝
は
実
に
20
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
同
じ
く
塾

長
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
大
束
美
羽
君
（
法
学
部
３
年
）
は
、
第
74
回
全
日
本
学
生
法
律
討
論
会
に
出
場
し
、
質
問
の
部
第
１
位
、
立
論

の
部
第
３
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
大
束
君
の
業
績
は
、
持
ち
前
の
法
的
素
養
と
た
ゆ
ま
ぬ
研
鑽
の
賜
物
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
い
ず

れ
の
業
績
も
個
性
に
あ
ふ
れ
、
卓
越
し
て
お
り
、
先
に
示
し
た
表
彰
基
準
を
十
分
に
満
た
す
も
の
で
す
。

　

塾
生
諸
君
に
は
、
大
学
生
活
、
ま
た
そ
の
後
の
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
と
す
る
べ
く
、
今
回
の
受
賞
者
に
続
い
て
、
学
業
以
外
の

分
野
に
お
い
て
も
自
己
を
磨
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
「
光
輝
」
を
放
つ
存
在
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度  

塾
長
賞
・
塾
長
奨
励
賞

塾
長
賞
・
塾
長
奨
励
賞
に
つ
い
て

塾
長
賞
・
塾
長
奨
励
賞
は
、
学
術
・
芸
術
・
社
会
活
動
・
文
化
活
動
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
、

学
生
の
範
と
な
る
活
躍
を
し
た
塾
生
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

２
０
２
４
年
度
は
、
塾
長
賞
に
１
件
１
名
が
、
塾
長
奨
励
賞
に
２
件
７
名
が
選
ば
れ
、
３
月
に
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

塾
長
賞
審
査
委
員
会
委
員
長　

学
生
総
合
セ
ン
タ
ー
長
・
法
学
部
教
授
　
田た

の
う
え上

雅ま
さ

徳な
る
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19th U
ndergraduate Student C

aucus and Poster C
om
petition

（
U
S
C
P
C
）
に
お
い
て
、
欧
州
・
ア
ジ
ア
の
大
学
で
唯
一H

onorable M
ention 

for M
eritorious Scientific Poster

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
採
択
率
３
％
の

O
ral T

alk

に
筆
頭
演
題
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
業
績
は
同
君
の
た
ゆ
ま
ぬ

研
鑚
の
賜
物
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

19th U
ndergraduate Student Caucus and Poster Com

petition

（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）に

お
い
て
、H

onorable M
ention for M

eritorious Scientific Poster

を
受
賞

採
択
率
３
％
のO

ral T
alk

に
筆
頭
演
題
が
採
択

医
学
部
６
年　

田た

村む
ら

友と
も

宏ひ
ろ

君

将
棋
研
究
会
　
商
学
部
３
年　

石い
し

野の

熙ひ
か
る

君﹇
代
表
﹈　
経
済
学
部
２
年　

鈴す
ず

木き

諒り
ょ
う

君
　

経
済
学
部
１
年　

荒あ
ら

木き

航わ
た
る

君
　
商
学
部
１
年　

堀ほ
り

内う
ち

健け
ん

世せ
い

君

理
工
学
部
１
年　

嶋し
ま

村む
ら

拓た
く

夢む

君
　
薬
学
部
１
年　

山や
ま

口ぐ
ち

桃と
う

李り

君

「
ご
指
導
い
た
だ
い
た
義
塾
の
皆
様
、
支
え
て
く
れ
た
故
郷
の
家
族
、
共
に
歩
む
と
決
断
し
て

く
れ
た
妻
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
最
高
の
６
年
間
で
し
た
。
腫
瘍
医
学
の
発
展
に

こ
の
生
涯
を
捧
げ
ま
す
」

　

楽
待
杯
第
39
回
全
国
オ
ー
ル
学
生
将
棋
選
手
権
戦
（
団
体
戦
）
に
出
場
し
、
慶
應
義

塾
と
し
て
20
年
ぶ
り
の
団
体
優
勝
の
成
績
を
収
め
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
顕

著
な
業
績
は
慶
應
義
塾
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
こ
の
た
び
は
名
誉
あ
る
賞
を
賜
り
、
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
日
頃
よ
り
支
え
て
く
だ
さ
る

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
受
賞
に
慢
心
せ
ず
、
な
お
一
層
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
」

塾
長
賞

塾
長

奨
励
賞

楽
待
杯
第
39
回
全
国
オ
ー
ル
学
生
将
棋
選
手
権
戦（
団
体
戦
）　

優
勝
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第
74
回
全
日
本
学
生
法
律
討
論
会
に
出
場
し
、
質
問
の
部
第
１
位
お
よ
び
立
論
の
部

第
３
位
の
成
績
を
収
め
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
成
し
え
た
業
績
は
同
君
の
た
ゆ
ま

ぬ
研
鑚
の
賜
物
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

法
学
部
３
年　

大お
お

束つ
か

美み

羽う

君

「
栄
誉
あ
る
賞
を
頂
け
た
の
は
、
推
薦
者
の
岩
川
隆
嗣
准
教
授
や
共
に
勉
強
し
た
仲
間
、
先
輩

方
、
家
族
を
は
じ
め
と
す
る
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
も
優
秀
な

法
律
家
に
な
る
た
め
精
進
い
た
し
ま
す
」

第
74
回
全
日
本
学
生
法
律
討
論
会　

質
問
の
部
第
１
位
、
立
論
の
部
第
３
位

※
学
年
は
い
ず
れ
も
受
賞
時

塾
長

奨
励
賞


